研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　南病棟　　　　　　職　種　　介護福祉士　　　　氏　名　田ノ上　愛子

	期　　間　　平成　２０年　１１月　１日　（土）

	出張目的　　アルツハイマーフォーラム　ＩＮ　青森

	出 張 先　　青森市文化会館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


今回、「生きることへの支援」～認知症の人と家族の生活を考える～　というテーマの研修に参加させて頂きました。

実際に、患者様の立場・看護の立場といろんな方々から貴重なお話を聞く事ができ、「生きることへの支援」とは何か？ということ深く考える良い機会となりました。

生きることとは、人と人との助けあいなんだと、改めて感じました。

私達にできることは、患者様・ご家族の不安をいかに軽減させ、その人らしく快適に生きていく為の支援なんだと思いました。

そのためには、正しい知識と技術を身に付ける事が大切であると感じました。又、家族教室といった場の提供も、スタッフやご家族にとって大きな役割を持っているんだと思いました。

そして、自分達のよいケアが、患者様・ご家族にも繋がっていくものだと感じました。

今回の貴重なお話を忘れずに、その人らしく生きていくにはどうしたらよいか？ということを病棟スタッフと共に考えていきたいと思います。又、スタッフとご家族の繋がりも密に持っていきたいと思います。

基調講演

●患者様の立場から　演題：「私の不便さと、その対策」

患者様代表として、３年目に「アルツハイマー型認知症」と診断された方から、演題について講演くださいました。

３枚の用紙裏表に、不便な事とそれについての対策が書かれていました。

物忘れに対する不便さと対策、刺激物（ちょっとした音）などによりすぐに身体が疲れてしまうなど、これまで私の想像つかなかった事などもあげられておりました。

そして、心配事を本当に信頼できる人に話して楽になる。（問題が解決されなくても、話すだけで気が楽になる）と書かれていました。

～考察～

今回、アルツハイマー型認知症と診断された方から直接お話を聞いて、学校の先生や先輩に聞くよりも、素直に講演者の言葉が自分の中に入ってきました。そして、アルツハイマー型認知症の方の事を少しでも知るよい機会となり、今後のケアに役立てられそうな事が多くありました。

自分の中で困っている、不安だから誰かに話す。または強く訴えてくる。訴え方は人それぞれ異なるかと思いますが、その訴えにどれだけ私たちスタッフが気付き、耳を傾けられ、患者様の不安を取り除けるかだと思いました。訴えてきた事を後回しにせず、その場で対応・実行できる職場作りをしていきたいと思いました。

最後にこの方は、「こられの他にもいろいろと不便なことはありますが、不便であっても、決して不幸ではありません」と文末を結んでいました。

この言葉を聞き、前向きに生きていこうとしている、強い気持ちが伝わってきました。

物忘れや、方向・音の感覚というものは落ちていきますが、今不便と感じられるものに対し、生活の工夫をすることで改善される。そのことが、何よりも前向きに考えられる事なんだと、講演を聞き思いました。

●認知症の看護について　演題：「認知症の人と家族への支援」

青森県立保健大学の先生が講師してくださいました。

看護学科の卒業研究をあげ、認知症の人の特徴とケア、家族への支援などについて講演して頂きました。

認知症でも全てを失ったわけではなく、残された力、可能性がたくさんあるんだと話しておられました。

・感情、感情記憶

・感覚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・基本的運動能力　　　　　　　　　　　　　　　私達は、これら（残された機能）に働きかけ

・社会性、社会的動作　　　　　　　　　　　　　その人らしさを引き出す。

・手続き記憶、習慣的技能

・長期記憶

・ユーモアのセンス

その為には、

1、 主体性の尊重、自己決定の尊重

２、生活の継続性の保持

３、自由と安全の保障

４、権利侵害の排除

５、社会的交流とプライバシーの尊重

６、個別的対応

７、環境の急激な変化の忌癖

８、その人のもっていいる能力に注目し、生きる意欲、希望の再発見を可能にするような自立援助

９、人としての尊厳性の保持

１０、身体的に良好な状態の維持と合併症の防止

これらに、注意しケアにあたらなければならないと話していました。

家族への支援

介護者の訴える介護負担として、上位に上げられたものは、

１、この先、病状の経過がわからないことに負担

２、自分の自由になる時間が欲しい

３、自分の身の回りの事ができないので困る　などがあげられていました。

介護家族のたどる４つの心理的ステップ


・老人の異常な言動にとまどい、否定しようとする。

悩みを他の肉親にすら打ち明けれず、一人で悩む時期。

・認知症の理解が不十分な為、どう対処してよいかわからず混乱しささいな

事に腹を立てたりしかったりする。

・精神的・身体的に疲労こんぱいして老人を拒絶しようとする。

・一番辛い時期。医療･福祉サービスを積極的に利用する事で乗り切る。


・怒ったりイライラするのは、自分に損になると思い始め、割り切るようにな

　る。


・あきらめの境地に至る。


・同じ認知症の症状でも、認知症問題は軽くなる。

・認知症に対する理解が深まって、老人の心理を自分自身に投影できるように

　なる。

　　　　　　　　　　  ・あるがままの老人を家族の一員として受け入れる事ができるようになる。

認知症の人と暮らす家族への支援

・認知症の人及び家族のアセスメント

　→認知症の人の身体的状況や精神状態・行動障害の状況、主介護者の介護負担、健康状態、認知症ケアに対する知識、家族関係、家庭内での協力体制、社会資源の活用状況等

・家族への精神的・心理的支援

　→家族に寄り添う、気軽に相談できるように信頼関係を築く

　　家族のケアを褒め、認める

　　仲間やサポーターを作る為の援助

　　主介護者・家族の健康を気遣う

　　家族ケアの埋没、依存を防ぐ

・家族負担軽減の為の支援

　→家族の協力、周囲の協力体制作り

　　家族へのわかりやすい知識・技術の提供

　　社会資源の活用（ファーマル、インフォーマルな社会資源）

　　在宅ケアの限界を常に念頭におき支援

～考察～

認知症の方の残された機能に、私たちスタッフは常に働きかけ、その人の能力の維持・向上の為にプログラム等を通し、関わっていきたいと思います。

家族への支援として、当院では家族教室を開催しています。

参加くださるご家族が少ないなど、問題は多くありますが、今後、家族教室を定期的に開催していければ、ご家族が患者様の事を少しでも理解でき、在宅での介護にも繋がっていくのではないかと思いました。又、ご家族とスタッフの信頼関係も強くなるのではないかと思います。

そして、今抱えている家族の不安をスタッフも知ることができる良い機会になると思います。また、それを傾聴しアドアイスすることで、家族が抱えている不安の軽減に繋がっていくと思うので、続けていければと思いました。

特別公演

●演題：「家族の会の役割・医療福祉の役割・薬の役割」

家族の会の代表理事の方が講師してくださいました。

この講演の中で、「家族の会の役割」について詳しく話しておられました。

家族の会の役割として

１、生きること介護することへの勇気を湧かせる

　→家族会に参加することで、苦労しているのは自分だけではないと思う

　　介護している人、お互いが大変だが、自分よりの苦労している人がいると思う。

２、知恵、情報、先の見通しが得られる。

３、声を出すことで社会に訴え、対策の前進を促す。

　→介護保険の見直しをするごとに、負担金が増えたりと使いづらくなっているため、これまでに、家族の会は厚生労働大臣に２４回にわたり、申し入れを行い、現在議論が始まっているそうです。

※症状出現強度の法則（杉山　孝博氏）

身近な人（家族・夫・妻など）信頼しているからこそ、症状が強くでる。

例）よそではいい顔をし、家では怒ったり乱暴する。

医療福祉の役割

１、本人と家族の現実の生活を改善する。

２、正しい知識を与え、無用の不安、介護の困難を軽減する。

３、本人と家族から学び、本人と家族に教える。

薬の役割

１、本人と家族に希望を与える。

２、医療を変える。

３、薬がなくても豊かに生きられることを知らせる。

　→医師は命の専門家だと話していました。治る薬がないから、医療として何もしないではなく、家族の話を聴くだけでも、家族は安心するんだと話していました。

～考察～

「家族の会」が４７都道府県のうち、４県のに設置されておらず、それに青森県も含まれているそうです。（会員不足の為）

この特別講演を聴き、私たち専門職は、知らないふりをするのではなく、話を聞くだけでも、患者様や御家族の不安を少しでも取り除く事ができるんだと思いました。

訴えてきたら聞くのはもちもんの事、訴えてこない・訴えれない患者様・御家族にも、私達は積極的に関わりを持っていかなければならないと感じました。
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第一ステップ


とまどい、否定





第二ステップ


混乱、怒り、拒絶





第三ステップ


あきらめ、割り切り





第四ステップ


受容








